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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は水稲根の鉄被膜形成に関与する外的ならびに内的条件, とくに水稲の生理活力につ いて 埠究
し, 鉄被膜形成の機作を考察するとともに, 鉄被膜のもつ農学的意義を明らかにしょうとしたものであっ
て, 7章からなっている｡
第 1茸は緒論で, 水稲根の鉄被膜形成に関する従来の研究結果をのべ, 本研究の目的を明らかにしてい
る｡
第 2童では鉄被膜の形成が A ge の進んだ古い根に, また一本の根では古い部位に多 く, このような鉄
被膜形成の多い部位では, 根の T TC 還元力, α-NA 酸化力および Fe+寸酸化力が弱まっていることを指
摘している｡
第 3章では鉄被膜形成の機作をつぎのように考察している｡ すなわち, 鉄被膜の形 成 に は培 地 中の
Fe+十十も関与するが, 主体は Fe+十であって, Fe++ はまず根によって酸化されて離液順位の低い Fe仙 と
なり, 根圏に集積する｡ この Fe+++ は根の生理活力の盛んな部位では吸着されないが, 根の生理活力が
衰えてくると吸着され, 鉄被膜が形成される｡
第 4章では正常な栽培条件下における鉄被膜形成と水稲の生理活力との関係を検討し, 根の塩基置換容
量の大きさと鉄被膜形成量との問に, また養分 (N ,P ,K ) 吸収量および水稲乾物生産量との問に高度の
正の相関関係があることを明らかにし, 鉄被膜形成量の多少は水稲が生育期間中に示した生理活力の大き
さを表現するものであるとしている｡











(1) 鉄被膜が多く形成されている根, または根の部位では, 根の生理活力が弱まっている｡
(2) 鉄被膜の形成には, 主として培地中の F e++ が関与している｡
(3) 培地中の F e十十は根によって酸化されて F e州 となり, 根圏に集積する｡
(4) この F e什+ は根の生理活力が衰えてくると根に吸着され, 鉄被膜形成がおこる.
つぎに著者は鉄被膜形成が養分吸収, ひいては水稲の乾物生産と平行関係を示すことから, 鉄被膜形成
に対し水稲の生理活力が密接に関係していることを明らかにし 鉄被膜形成量の多少は水稲が生育勘間中
に示した生理活力の大きさを表現するものと推論している｡
また異常栽培条件下では, 水稲乾物重に対する鉄被膜量の比が, 正常条件下のものに比し常に大きいこ
とから, この比は水稲の生育条件の健否を診断するための一指標となりうるとしている｡
以上のように, 本論文は水稲根における鉄被膜形成の機作を考察するとともに, その農学的意義を明ら
かにしたものであって, 作物学上ならびに稲作の実際面に寄与するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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